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運動はすべきである

生活習慣病予防
なぜ？

体力／筋力
がつく

なぜ？

リフレッシュ 脳が活性

なぜ？

よく眠れる
なぜ？

肥満対策
なぜ？

脂肪 
燃焼

基礎代謝 
向上

なぜ？

ピラミッド構造のおさらい

他の要素は「なぜ？」に
答えるためにある

•要約（abstract） •序論（introduction） •論文の目的、問題の背景、議論の及ぶ範囲 •本論（body） •詳細な議論、それを裏付けるデータ •結論（conclusion） •結果の総括、推論と判断 •付録（appendix） •謝辞（acknowledgment） •参考文献（reference）

論文を構成する要素
論文全体を通じて 
最も言いたいこと

(Thesis)

文章の構成単位
•巻（volume） •号（number） •部（part） •章（chapter） •節（section） •段落（paragraph） •文（sentence)

一般的な学術論文/レポート

必要に応じてサブセクションや 
サブサブセクションを使う

論文全体を通じて言いたいこと
各節で言いたいこと
各段落で言いたいこと
各文で言いたいこと



段落（paragraph）とは？
•文章における一つのまとまりのこと。通常は複数の文に
よって構成される。 

•行頭で1文字字下げを行うことから段落と呼ばれる。 
•段落では、一つの論点・小トピックについてのみ扱う。 
•したがって、段落が変わるとトピックが変わったこと
を意味する。 

•一つの文だけからなる段落は原則書くべきでない。 
•逆に長過ぎる段落も論点が明確でなくなるためよろし
くない。バランスが大事。

良い文章の基本
•良い文 •真の要点を簡潔にかつ正確に述べる。 •1 idea / 1 sentence でしたね？ 
•良い文章の組み立ても基本は同じ（簡潔かつ正確） •一つの段落では一つの論点（topic）を •1 topic / 1 paragraph •一つの節では一つの論題（subject）を •1 subject / 1 section •一つの論文では一つの主張（thesis）を •1 thesis / 1 paper

論文を構成する３つの役割要素
•3大構成要素 •序論（introduction）　 単独の節 •論文の目的、 問題の背景、議論の及ぶ範囲 
•本論部分（body part） 　複数の節 •詳細な議論、それを裏付けるデータ 
•結論（conclusion） 　 単独の節 •結果の総括、推論と判断

節や段落内でも基本は同じ

論文をまとめる上で一番難しい部分

段落（paragraph）の3つの要素
•トピック文（Topic Sentence） 
•段落の論旨（段落内で最も主張したいこと）を表す文。
段落の最初に書かれることもある。 

•サポート文（Supporting Sentences） 
•トピック文をサポートするために、詳しく述べたり、
具体的な例を挙げたり、統計を紹介する文。 

•結論＆リンク文（Concluding & Linking Sentence(s)） 
•段落の結びや次の段落への橋渡しの文。 論旨を表すト
ピック文である場合もある。



段落の組み立て指針
A. 一つの段落には一つの概念や主張（トピック文）を
盛ること。 

B.  それぞれの段落には、なるべく初めの方に一般論に
近い概念（導入文）や主張点（トピック文）を書いて
読者の眼を引きつける。 

C. 一つの概念には最低二つの例を示す（相反する例な
ど）。 

D. 段落のリンクを明確にする。

以降ルールA～Cとして表記

段落のリンクのさせ方
1.  前の段落の結論＆リンク文と段落の最初の文でキーワー
ドを繰り返す。 

2.  キーとなる概念を繰り返す。 

3.  似た文章を繰り返す。 

4.  名詞を使って表現している文を代名詞に置き換える。 

5.  前の段落と対比する内容で始める。

以降ルールD-1～D-5として表記

私の学生時代の論文を具体例
として見てみましょう！



論文の中身
•題材 •周波数ホッピング（来年前期のディジタル通信でやり

ます）用の高速周波数切替シンセサイザ（周波数切替
発振器）の低消費電力化と低位相雑音化に関して

序論（Introduction)の最初の部分を見ていきます

導入文（ルールB）： 
「周波数ホッピングは、複数ユーザに同一の帯域を利用させる
ことで、帯域を効率的に利用するための技術の一つである。」

B: 取り扱う話題の導入

サポート文：二つの例を挙げて説明（ルールC） 
「ホッピングは基本的に高速ホッピングと低速ホッピングの 
二つに分類できる。（高速ホッピングの利点へ）」

C: 一つの概念に二つの例



　 
結論＆リンク文：最も言いたいこと（ルールA） 

「高速ホッピングのためには、高速スイッチングが可能な 
周波数シンセサイザが不可欠である。」

A:  トピック文

前の段落とのリンク文（ルールC、D-1） 
「一般的に、周波数シンセサイザは二つに分類される。」

C: 一つの概念には最低二つの例 
D-1: キーワードを繰り返す

サポート文： 
二つの例の片方について、さらに利点／欠点の 

相反する二つの例（ルールC）

C: 一つの概念には最低二つの例

結論文：トピック文（ルールA） 
「DDSは、消費電力が大きいため、 

移動通信システムの移動機には向かない。」

A: トピック文



リンク文：二つの例の2番目を説明 
（ルールC、D-5）

C: 一つの概念には最低二つの例 
D-5: 前の段落と対比する内容

サポート文：二つ目の例について、 
さらに利点／欠点の二つの例（ルールC）

C: 一つの概念には最低二つの例

トピック文（ルールA） 
「基準周波数が低いと位相比較周波数も低くなり、 

結果的にPLLシンセサイザの引き込み時間も遅くなる。」

A: トピック文

結論センテンス 
「これらの理由から、引き込み速度を改善する手法が 

いくつか提案されている。」

次の段落へのリンクを意識



トピック文（ルールA、B、D-3、4、5）

A＆B: トピック文 
D-3: 似た文章を繰り返す 
D-4: 名詞を代名詞に置き換え 
D-5: 前の段落と対比する内容

日頃から意識しましょう

これから書く段落では何を言いたいのか？

今読んでいる段落では何を言いたいのか？


